
が
ん

に
よ

り
死

亡
す

る
人

の
減

少
が

ん
の

年
齢

調
整

死
亡

率
（7
5歳

未
満

、
人

口
10

万
人

当
た

り
）
を

平
成
29

年
度

ま
で

に
20

％
減

少
さ

せ
る

。

す
べ

て
の

が
ん

患
者

及
び

そ
の

家
族

の
苦

痛
の

軽
減

並
び

に
療

養
生

活
の

質
の

維
持

向
上

全
体

目
標

【
ｱ
ｳ

ﾄｶ
ﾑ

目
標

1】
医

療
者

、
行

政
な

ど
か

ら
医

療
機

関
の

機
能

や
役

割
が

見
え

医
療

資
源

が
適

切
に

有
効

活
用

さ
れ

る
。

部
会

が
担

当
す

る
分

野
の

課
題

と
目

標

施
策

毎
の

ア
ウ

ト
カ

ム
目

標

ワ
ー

ク
シ

ー
ト
1

で
導

き
出

さ
れ

た
対

策
項

目

施
策

毎
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

施
策

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

【
対

策
項

目
1】

医
療

者
、

行
政

な
ど

す
べ

て
に

対
す

る
情

報
不

足
の

解
消

【
対

策
項

目
2】

地
元

医
療

施
設

で
の

治
療

の
促

進

【
施

策
2】

が
ん

地
域

連

携
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
研

修

会
を

企
画

開

催
す

る
。

【
ｱ

ｳ
ﾄｶ

ﾑ
目

標
3】

地
元

の
施

設
に

か
か

る
患

者
の

増
加

【
目

標
】

住
ん

で
い

る
地

域
に

か
か

わ
ら

ず
県

民
が

希
望

す
る

医
療

を
受

け
ら

れ
る

。

【
施

策
7】

肺
が

ん
、

胃
が

ん
、

肝

が
ん

、
乳

が
ん

の
地

域
連

携
パ

ス
の

簡
素

化
の

改
訂

を
行

い
、

引
き

続
き

５
大

が
ん

の
地

域
連

携
ク

リ
テ

ィ

カ
ル

パ
ス

を
適

用
数

を
増

や
す

。

【
施

策
8】

前
立

腺
が

ん
地

域
連

携
パ

ス
の

適
用

数
を

増
や

す
。

【
施

策
5
】

胃
が

ん
と

大

腸
が

ん
の

化

学
療

法
の

パ

ス
を

作
成

す

る
。

【
施

策
6】

PS
A二

次
検

診
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス

の
運

用
を

行
う

。

活
動

計
画

概
要

地
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

部
会 【

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標
2】

引
き

続
き

、
離

島
、

院
内

、
か

か
り

つ
け

施
設

、

一
般

向
け

に

研
修

会
を

行
う

。

【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
目

標
5】

20
16

年
3月

ま
で

に
化

学

療
法

の
パ

ス
を

作
成

す

る
。

【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト

目
標
6】

平
成
27

年
度

中

に
PS
A二

次
検

診
ク

リ
テ

ィ
カ

ル

パ
ス

を
10

人
に

適
用

す
る

【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
目

標

7】
平

成
27

年
度

中
に

、

肺
が

ん
5人

、
胃

が
ん

15
人

、
肝

が
ん
5人

、

大
腸

が
ん
30

人
、

乳

が
ん
60

人
、

が
ん

地

域
連

携
ク

リ
テ

ィ
カ

ル

パ
ス

を
適

用
す

る

中
期

目
標

：
20
15

年
ま

で
に

す
べ

て
の

病
院

・
施

設
が

パ
ス

に
つ

い
て

知
識

を
も

ち
、

各
医

療
機

関
の

医
療

資
源

を
把

握
し

、
有

効
活

用
す

る

指
標

：
パ

ス
患

者
適

用
率

指
標

：
パ

ス
患

者
適

用
率

測
定

方
法

：
拠

点
・
支

援
病

院
の

パ
ス

対
象

患
者

数
・
適

用
患

者
数

の
件

数
を

合
算

、
分

析
測

定
方

法
：
拠

点
・
支

援
病

院
の

パ
ス

対
象

患
者

数
・
適

用
患

者
数

の
件

数
を

合
算

、
分

析

最
終

目
標

：
20
18

年
ま

で
に

県
民

が
希

望
す

る
医

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
、

患
者

の
意

見
を

聞
き

、
希

望
す

る
す

べ
て

の
患

者
に

パ
ス

を
適

用
し

、
地

元
の

施
設

に
係

る
患

者
の

増
加

、
拠

点
病

院
の

集
中

化
解

消
を

行
う

。

【
施

策
10

】

地
域

ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
部

会
の

活
動

を
学

会
報

告
お

よ
び

実
績

を
論

文
化

す
る

。

【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト

目
標
10

】

毎
年

、
部

会
委

員
が

発
表

す
る

20
16

年
3月

ま

で
に

論
文

を
作

成
す

る
。

【
施

策
1】

八
重

山
・
宮

古
・
久

米
島

・
北

部
で

は
が

ん
診

療
を

行
っ

て
い

る
医

療
機

関
に

、
院

内
が

ん
登

録
を

用
い

て
「
症

例
区

分
（
診

断
の

み
、

診
断
+治

療
、

治

療
開

始
後

な
ど

）
」
を

集
計

し
、

診
療

実
態

を
明

ら
か

に
す

る
。

【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
目

標
1】

20
16

年
3月

ま
で

に
院

内
が

ん
登

録
デ

ー
タ

を
収

集
し

、
院

内
が

ん
登

録
デ

ー
タ

を
用

い
て

症
例

区
分

を
集

計
す

る
。

【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
目

標
3】

20
16

年
3月

ま
で

に
肺

・
胃

・
肝

・
乳

が
ん

の
私

の
カ

ル
テ

（
A5

版
）

を
作

成
し

、
配

布
及

び
Ｈ

Ｐ
に

公
開

す
る

。

【
施

策
3
】

肺
・
胃

・
肝

・

乳
が

ん
の

私

の
カ

ル
テ

の

改
訂

を
行

う
。

【
ｱ

ｳ
ﾄｶ

ﾑ
目

標
2】

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
認

知
度

の
向

上

【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
目

標

9】
平

成
27

年
度

中
に

、

在
宅

緩
和

ケ
ア

地

域
連

携
パ

ス

（て
ぃ

ー
あ

ん
だ

パ

ス
）
を
5名

に
適

用

す
る

【
施

策
9】

在
宅

緩
和

ケ
ア

地

域
連

携
パ

ス

（
て

ぃ
ー

あ
ん

だ
パ

ス
）
の

適
用

数
を

増

や
す

。

【
施

策
4】

が
ん

診
療

連
携

の

在
り

方
を

検
討

す
る

。

【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
目

標
4】

20
16

年
3月

ま
で

に
浦

添
市

を
モ

デ
ル

地
区

と
し

、
浦

添
総

合
病

院

に
池

村
ク

リ
ニ

ッ
ク

と

パ
ス

の
連

携
を

し
て

頂
く
よ

う
依

頼
し

、
連

携
後

の
意

見
を

伺
い

沖
縄

県
の

が
ん

医
療

連
携

に
お

け
る

課
題

・

要
望

を
把

握
す

る
。

【
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
目

標

8】
平

成
27

年
度

中
に

前
立

腺
が

ん
地

域

連
携

パ
ス

を
10

人

に
適

用
す

る

平
成

2
7
年

1
月

1
0
日

cc16
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前立腺がん地域連携クリティカルパス院内研究会 開催報告 

１．日時：平成２７年４月６日（木）1８：00～１９：00 

２．場所：琉大病院 看護部会議室（病院５階） 

３．講師：呉屋 真人（腎泌尿器外科 診療准教授）, 

  宮里 実（腎泌尿器外科 准教授） 

３．対象：医師、看護師、連携室職員など、がんに関する病診連携、がん診療に 

  興味がある方 

４．主催：沖縄県がん診療連携協議会地域ネットワーク部会・琉大病院がんセンター 

５．参加者数：３０名（医師 2名、看護師 19名、放射線技師 2名、ＭＳＷ ３名、

その他 ４名） 

４．内容：呉屋先生より、前立腺がん地域連携体制の仕組みと連携パスの内容、前立

腺がん地域連携パス算定までの院内運用フロー（９ステップ）などについて説明があ

り、看護師や関連部署と院内運用フローについて意見交換が行われた。 

宮里先生より、PSA二次検診クリティカルパスについての説明があった。 

 

 

呉屋先生より、前立腺がん地域連携体制の

仕組みと連携パスの内容や、運用までの流

れについて説明があった。 

宮里実先生より、「PSA 二次検診クリティ

カルパス」について説明がありました。

院内運用フロー（９ステップ）について関連

部署と意見交換が行われました。 

cc16
テキストボックス
資料２６－２




